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このガイ ドの使い方

はじめに

「VirtualReScan イ ン ス ト ール ガイ ド」 は、 VirtualReScan (VRS) を正常にイ ン ス ト ール

する ために必要な情報を提供し ます。 このガイ ド は、 基本的なシステム要件の概要

と、 VRS を イ ン ス ト ールする ための手順について説明し ます。 また、 お使いのコ ン

ピ ュータに Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラ をセ ッ ト ア ッ プする手順について

も説明し ています。

こ のガ イ ド は、 Windows の基本的な機能について熟知し てお り 、 お使いのスキ ャナ

の設定方法およびスキ ャ ニング アプ リ ケーシ ョ ンの使用方法を理解し ている こ と を

前提に記述されています。

関連ド キュ メ ン ト

「VRS イ ン ス ト ール ガイ ド  」 は、 VRS ド キ ュ メ ン ト  セ ッ ト の一部です。 VRS 製品に

は、 次の関連ド キ ュ メ ン ト も含まれます。

VRS ユーザーズ ガイ ド  

「VRS ユーザーズ ガイ ド」 では、 VRS の使用方法と 製品機能の詳細が説明されてい

ます。 こ のガ イ ド は、 スキ ャ ンに関する知識にかかわらず、 スキ ャ ン操作を行 う す

べてのユーザーを対象と し ています。 「VRS イ ン ス ト ール ガイ ド」 は PDF 形式フ ァ
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イルで、 VRS のユーザー イ ン ターフ ェ イ ス、 イ ン ス ト ール デ ィ ス ク、 または Kofax 
Web サイ ト  (www.kofax.com) の Support ページにあ る Online Documentation から開 く

こ と ができ ます。

VRS オン ラ イ ン ヘルプ 

オン ラ イ ン  ヘルプは、 VRS アプ リ ケーシ ョ ンに対し てオン ス ク リ ーン  アシス タ ン ス

を提供し ます。 オン ラ イ ン ヘルプは、 VRS ユーザー イ ン ターフ ェ イ スから  F1 キー

を押すか、 または VRS イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ビ ューア の [ ヘルプ ] メ ニューから  [VRS 
ヘルプ ] を選択する と 表示されます。

VRS リ リース ノ ー ト  

最新の製品情報は、 VRS リ リ ース  ノ ー ト に掲載されています。 VRS リ リ ース  ノー ト

は PDF 形式フ ァ イルで、 Kofax Web サイ ト  (www.kofax.com) の Support ページにあ る  
Online Documentation から開 く こ と ができ ます。 リ リ ース  ノー ト は注意し てお読み く

だ さい。 これには、 他の VRS ド キ ュ メ ン ト では掲載されていない情報などが含まれ

ている場合があ り ます。

ト レーニング

Kofax では、 Kofax ソ リ ューシ ョ ンを最大限活用でき る よ う に、 ト レーニングを提供

し ています。 ト レーニング オプシ ョ ン と スケジ ュールに関する詳細は、 Kofax Web 
サイ ト  (www.kofax.com) を参照し て く ださい。
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Kofax テ クニカル サポー ト

Kofax 製品に関する 最新のテク ニカル情報は、 Kofax Web サイ ト  (http://www.kofax.com) 
から  Support ページを参照し てく ださ い。 こ のページでは、 改訂履歴、 オンラ イ ン  ド
キュ メ ント やユーザーズ  ガイ ド 、 更新さ れた製品のリ リ ース  ノ ート 、 テク ニカル ヒ
ント 、 豊富なナレ ッ ジベース など、 各製品に関する 情報が提供さ れていま す。 VRS の 
FAQ も 、 VRS の Support ページに掲載さ れていま す。

また、 Kofax Web サイ ト には Kofax 製品のサポー ト  オプシ ョ ンに関する情報も掲載

されています。 利用可能なサポー ト  オプシ ョ ンに関する詳細は、 Web サイ ト を参照

し て く だ さい。

Kofax テ ク ニカル サポー ト へのお問い合わせの際は、 次の情報をご用意 く ださい。

VRS バージ ョ ン と ラ イセン ス  レベル

スキ ャニング アプ リ ケーシ ョ ン と バージ ョ ン番号

オペレーテ ィ ング システム と サービ ス  パッ ク のバージ ョ ン

スキ ャナの製造元およびモデル

SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラ  ( 該当する場合 )
特殊なカス タ ム設定または総合情報
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概要

はじめに

VirtualReScan (VRS) は、 あ らゆる タ イプの文書に対し て最高のイ メ ージ品質を提供

する こ と を目的と し た画像処理ツールです。 スキ ャ ニング アプ リ ケーシ ョ ンおよび

スキ ャナ と共に、 ユーザーの基準に沿ったスキ ャ ン  イ メ ージの画質を提供し ます。

VRS は、 低画質のイ メ ージを直ちに検出し、 自動画像処理を行います。 また、 イ ン

タ ラ ク テ ィ ブに調整でき る コ ン ト ロールを使用する こ と で、 簡単かつ リ アルタ イ ム

にイ メ ージを修正でき ます。

こ のガ イ ド は、 VRS のイ ン ス ト ールに関する重要な情報について説明し ます。

VRS のイ ン ス ト ールに必要なシステム要件

VRS のイ ン ス ト ール時に役立つ情報

VRS のイ ン ス ト ール手順

また、 お使いのコ ンピ ュータに Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラ をセ ッ ト ア ッ

プする手順について も説明し ています。 こ の SCSI コ ン ト ローラにはスキ ャナ ド ラ イ

バが含まれてお り 、 向上し たスキ ャナ処理能力と イ メ ージ処理機能を提供し ます。

Adrenaline コ ン ト ローラは、 ImageControls ツールキ ッ ト 、 ISIS プロ グ ラ ム  イ ン ター

フ ェ イ ス、 または TWAIN プロ グ ラ ム イ ン ターフ ェ イ ス をベース と し たアプ リ ケー

シ ョ ンをサポー ト し ています。
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VRS の使用

VRS のラ イセン スは、 機能 (VRS 基本機能および VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル機能 ) と
スキ ャナの処理能力 (ppm) に基づいて分類されています。 VRS は、 異な る レベルの

処理能力を もつ、 動作保証された幅広い範囲のスキ ャナで使用する こ と ができ ます。 

表 1.   VRS ラ イセンス タ イ プ

ラ イセンス 説明

VRS 基本 標準の VRS 機能に対応。 主に、 処理能力が 35 ppm 以
下の動作保証されたスキ ャナで使用。

デスク ト ッ プ スキャ ナ用 
VRS プロ フェッ ショ ナル

VRS 基本機能および VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル機能に

対応。 通常、 処理能力が 35 ppm 以下の動作保証され

たスキ ャナで使用。

ワーク グループ スキャ ナ用 
VRS プロ フェッ ショ ナル

VRS 基本機能および VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル機能に

対応。 通常、 処理能力が 35 ppm から  80 ppm の動作保

証されたスキ ャナで使用。 ハイ レベル バーコード機

能付き  Adrenaline イ メ ージ プロセス  エンジン (AIPE) 
もサポー ト  ( 詳細は、 16 ページの 「Adrenaline イ メ ー

ジ プロセス  エンジン付き  VRS の使用」 を参照し て く

ださい )。

プロ ダク ショ ン  スキャ ナ用 
VRS プロ フェッ ショ ナル

ワーク グループ スキ ャナ用 VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル

と 同様。 通常、 スキ ャナ処理能力が 80 ppm 以上の動

作保証されたスキ ャナで使用。
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VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル機能

VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル機能に対応し た ラ イセン スでは、 すべての VRS に含まれる

基本機能に加えて、 次の機能が利用でき ます。

デス ク ト ッ プ、 ワーク グループ、 またはプロ ダ ク シ ョ ン ク ラ スのラ イセン スでは、

VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル機能を使用でき ます。 基本ラ イセン スでは、 VRS イ ン タ ラ

ク テ ィ ブ ビ ューア の [ ツール ] メ ニューから  [ プロ フ ェ ッ シ ョ ナル機能デモを有効

にする ] を選択する と 、 VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル機能をプレ ビ ューする こ と ができ

ます。 こ のオプシ ョ ンが選択されている と、 VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル機能が使用で

き る よ う にな り 、 スキ ャ ン されたすべてのイ メ ージに Kofax のロ ゴが挿入されます。

VRS 基本機能および VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル機能に関する詳細は、 「VRS ユーザー

ズ ガ イ ド」 または VRS オン ラ イ ン ヘルプを参照し て く ださ い。

VRS スキャナ : 動作保証されたスキャナとそれ以外のスキャナ

VRS で動作保証されていないスキ ャナを使用する場合、 厳密なテス ト  プロセス を通

し て、 最適なデフ ォル ト 設定を確認し選択し なければな り ません。 こ のため、 VRS 
で動作保証されたスキ ャナのみを使用する こ と を推奨し ます。 Kofax テ ク ニカル サ
ポー ト は、 VRS 動作保証スキ ャナに関し てのみ受け られます。 動作保証されている

スキ ャナの リ ス ト は、 Kofax Web サイ ト の製品ページから参照し て く だ さい。 また、

VRS の製品ページには、 スキ ャナ名や製造元の他に、 次の情報が掲載されています。

VRS に使用される ド ラ イバ (TWAIN、 ISIS、 または Kofax SCSI)
ブラ ッ ク  ボーダーまたはホ ワ イ ト  ボーダー ( 白または黒の背景色 ) のサポー ト

最適なパフ ォーマン ス を得るための追加 メ モ リ の必要性 （該当する場合）

VRS 動作保証イ ン ターフ ェ イ ス  (SSCI、 USB、 FireWire、 または RJ45)
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動作保証されていない ( 互換性のない ) い く つかのスキ ャナは、 スキ ャナ設定ユー

テ ィ リ テ ィ で設定する こ と で、 VRS で使用する こ と ができ ます。 ただし、 動作保証

されていないスキ ャナを  VRS で使用する と、 イ メ ージの質が劣化する こ と があ るの

で注意し て く だ さい。 VRS で使用でき ないスキ ャナも存在し ます。 動作保証されて

いないスキ ャナ と の互換性を確保するには、 次の要件を満た し ている必要があ り ま

す。

256 階調グレースケール イ メ ージを  1 つのイ メ ージ と し て出力する機能

TWAIN ド ラ イバまたは ISIS ド ラ イバのサポー ト

メ モ  VRS は ISIS ド ラ イバを使用し たスキ ャナで最適に動作し ますが、 TWAIN ド ラ

イバを使用し たスキ ャナもい く つかサポー ト し ています。

動作保証されていないスキ ャナを  VRS で使用する場合、 このガイ ド のイ ン ス ト ール

手順に従って VRS ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールし て く だ さい。 VRS のイ ン ス ト ール

中に、 スキ ャナを選択する よ う に指示された ら、 [ 後でスキ ャナを設定する ] チェ ッ

ク  ボ ッ ク ス を選択し ます。 VRS でスキ ャナを使用するには、 スキ ャナ ド ラ イバを イ

ン ス ト ールし てから、 スキ ャナ設定ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て ソース を作成する必

要があ り ます。
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VRS Component Installer
VRS イ ン ス ト ール中に、 動作保証されている スキ ャナの リ ス ト から スキ ャナを選択

する画面が表示されます。 VRS イ ン ス ト ーラは、 選択し たスキ ャナの ド ラ イバを イ

ン ス ト ールし ます。 動作保証されたスキ ャナの リ ス ト は常に更新される ため、 新規

に動作保証されたスキ ャナは、 イ ン ス ト ール中に表示される リ ス ト に追加されてい

ないこ と があ り ます。 リ ス ト に表示されない動作保証されたスキ ャナの ド ラ イバは、

VRS Component Installer から利用でき ます。 VRS Component Installer は、 VRS のイ ン

ス ト ール後、 Kofax の Web サイ ト から ダウ ン ロード でき ます。 使用する スキ ャナ用

の VRS Component Installer を選択するには、 Kofax Web サイ ト の Support ページから  
Downloads Library を参照し て く ださい。

VRS Component Installer を必要と する場合は、 こ のガイ ド の手順に沿って VRS のイ

ン ス ト ールを完了し て く ださい (24 ページの 「VRS ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール」

を参照し て く だ さい )。 VRS のイ ン ス ト ール中に、 スキ ャナを選択する よ う に指示さ

れた ら、 [ 後でスキ ャナを設定する ] チェ ッ ク  ボ ッ ク ス を選択し ます。 イ ン ス ト ール

後、 Kofax の Web サイ ト から、 使用する スキ ャナの ド ラ イバ用の VRS Component 
Installer ア ッ プデー ト をダウ ン ロード し ます。

Component Installer は、 VRS で動作保証されたスキ ャナにのみ有効です。 動作保証さ

れていないスキ ャナを VRS で使用するには、 13 ページの 「VRS スキ ャナ : 動作保証

されたスキ ャナ と それ以外のスキ ャナ」 の要件を満た し ている必要があ り ます。



16 VirtualReScan (VRS) イ ンス ト ール ガイ ド

Adrenaline イ メ ージ プロセス エンジン付き  VRS の使用

ワーク グループ スキ ャナ用 VRS ラ イセン スおよびプロ ダ ク シ ョ ン スキ ャナ用 VRS 
ラ イセン スは、 標準バーコード の読み取 り 、 フ ォームの認識、 罫線除去などのイ

メ ージ プロセス機能を提供する  Adrenaline イ メ ージ プロセス  エンジン (AIPE) をサ

ポー ト し ています。 オプシ ョ ン と し て、 ハイ レベル バーコード認識も利用でき ます。

詳細は、 「ユーザーズ ガイ ド」 の 「ハイ レベル バーコード  エンジン」 を参照し て く

だ さい。

管理者権限

VRS のイ ン ス ト ールまたは Adrenaline スキ ャナ コ ン ト ローラのセ ッ ト ア ッ プを行 う

には、 管理者権限が必要です。 イ ン ス ト ールやセ ッ ト ア ッ プを開始する前に、 管理

者権限のあ るユーザーでロ グ イ ン し て く だ さい。 管理者権限は、 イ ン ス ト ールまた

はセ ッ ト ア ッ プ時のみ必要です。 VRS や Adrenaline スキ ャナ コ ン ト ローラの使用に

は必要あ り ません。

ド メ イ ン管理者アカ ウ ン ト によ っては、 ローカル コ ンピ ュータ上の一部のフ ォルダ

やレジス ト リ  キーにア ク セスでき ないこ と があ り ます。 使用する管理者アカ ウ ン ト

に、 ローカルの管理者アカ ウ ン ト と同等のフ ォルダおよびレジス ト リ  ア ク セス権が

あ る こ と を確認し て く ださい。

メ モ  管理者と し て ロ グ イ ンする場合、 グループ ポ リ シーが設定されていた り 、 ウ ィ

ルス駆除ソ フ ト の保護レベルが最高に設定されている と、 制限を受ける こ と があ り

ます。
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システム要件

イ ン ス ト ールする前に、 システム要件を満た し ている こ と を確認し て く ださい。 推

奨要件は、 最速かつ最大の性能を引き出し ます。

小システム要件

イ ンテル Pentium 4、 1.4 GHz プロセ ッ サ

256 MB RAM
300 MB の空きデ ィ ス ク容量

モニ タ解像度 : 800 x 600
CD ド ラ イブ

Microsoft Internet Explorer 5.01 以降

推奨システム要件

イ ンテル Core 2 Duo または AMD Athlon 64 X2
2 GB RAM
250 GB の空きデ ィ ス ク容量 (7200 rpm)
モニ タ解像度 : 1024 x 768
CD ド ラ イブ

Microsoft Internet Explorer 6 以降

メ モ  コ ンピ ュータに Microsoft .NET Framework 2.0 がイ ン ス ト ールされていない場合

は、 VRS イ ン ス ト ーラによ って自動的にイ ン ス ト ールされます。 システム要件に関

する詳細情報は、 Kofax Web サイ ト  (www.kofax.com) の Support ページを参照し て く

だ さい。
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TWAIN および ISIS について

VRS スキ ャナはすべて、 TWAIN または ISIS ド ラ イバのいずれかをサポー ト し てい

ます。 一部のスキ ャナは、 ISIS および TWAIN ド ラ イバの両方で動作し ますが、 よ り

最適に動作する ド ラ イバのみがこ こ では保証されています。 スキ ャナが TWAIN ド ラ

イバで動作保証されている場合は、 53 ページの 「TWAIN のイ ン ス ト ール」 から その

スキ ャナに適する手順を参照し て く ださい。 VRS には、 動作保証スキ ャナを制御す

るのに必要なすべての ISIS ソ フ ト ウ ェ アが含まれているため、 ISIS ド ラ イバを イ ン

ス ト ールする必要はあ り ません。 詳細は、 Kofax Web サイ ト の Support ページを参照

し て く だ さい。

USB および FireWire について

VRS スキ ャナには、 USB または FireWire イ ン ターフ ェ イ ス をサポー ト し ている もの

も あ り ます。 使用する スキ ャナが USB または FireWire イ ン ターフ ェ イ ス を必要とす

る場合、 そのスキ ャナに適する イ ン ス ト ール手順があ り ます。 詳細は、 53 ページの

「USB および FireWire のイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

PCI スロ ッ ト の要件

Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラ を取 り 付ける前に、 コ ンピ ュータに次の要件

を満たす PCI ス ロ ッ ト があ る こ と を確認し ます。

コ ン ト ローラ  (175 mm) を収容可能な 5 Volt PCI ス ロ ッ ト  
ロー プロ フ ァ イルには対応し ていません。

32 ビ ッ ト  コネ ク タ  ( 最小 ) 
5 Volt シグナルを使用し ていれば、 64 ビ ッ ト  コネ ク タでも可。
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周辺機器のサポー ト

Kofax から適切なサポー ト を受ける ためには、 お使いのスキ ャナが動作保証されてい

なければな り ません。 動作保証されたスキ ャナかど う かを確認するには、 Kofax 
Scanner Configurator を使用し ます。

Kofax Scanner Configurator は、 Kofax Web サイ ト  (www.kofax.com) から  
Scanner Configurator を選択し て く ださい。

サポー ト するオペレーテ ィ ング システム

VRS は、 次のオペレーテ ィ ング システム上で動作し ます。

Windows Vista SP1 (Enterprise および Business エデ ィ シ ョ ン。 32 ビ ッ ト 版または 
64 ビ ッ ト 版 )
Windows Vista で VRS を使用する場合、 スキ ャナには Vista 対応ド ラ イバが必要

です。 使用する スキ ャナが Vista 対応であ る こ と を スキ ャナの製造元に確認し

て く ださい。 Windows Vista 環境では、 USB スキ ャナを  VRS と 共に使用でき ま

すが、 SCSI スキ ャナは Windows Vista 64 ビ ッ ト 版ではサポー ト されていないの

で注意し て く だ さい 。 オペレーテ ィ ング システムおよびサービ ス  パ ッ ク に関

する最新情報は、 Kofax の Web サイ ト  (www.kofax.com) で確認し て く だ さい。

Windows XP Professional SP3 
Windows 2000 Professional SP4
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動作保証されたイ ン ターフ ェ イス

USB、 SCSI、 FireWire、 および RJ45 イ ン ターフ ェ イ スのみ、 VRS と の動作が保証さ

れています。

動作保証された SCSI スキャナ コ ン ト ローラ

最新情報は、 Kofax の Web サイ ト で確認し て く だ さい。

イ ンス ト ールに関する注意事項

VRS 3.5 ( またはそれ以降 ) を イ ン ス ト ールし ている場合は、 VRS をアン イ ン ス ト ー

ルせずに VRS 4.5 にア ッ プグレードする こ と ができ ます。 VRS 3.5 よ り 前のバージ ョ

ンを使用し ている場合は、 VRS 4.5 にア ッ プグレードする前に、 VRS 3.5 にア ッ プグ

レードする必要があ り ます。 既存の VRS のバージ ョ ンを確認するには、 次のいずれ

かを行います。

VRS 3.5 またはそれ以前のバージ ョ ン  – [VRS イ ン タ ラ ク テ ィ ブ プロパテ ィ ] ダ
イ ア ロ グ ボ ッ ク スの [ バージ ョ ン情報 ] タブを選択し ます。

VRS 4.x – VRS イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ビ ューアの メ ニュー バーから、 [ ヘルプ ] － 
[ バージ ョ ン情報 ] を選択し ます。

VRS のアン イ ン ス ト ールに関する詳細は、 67 ページの 「VRS のアン イ ン ス ト ール」

を参照し て く だ さい。 VRS 3.5 から  VRS 4.x へのア ッ プグレード に関する詳細は、

VRS リ リ ース  ノー ト を参照し て く だ さい。
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VRS と  Kofax Capture

VRS は、 Kofax Capture ( 旧称 : Ascent Capture) の一部と し て自動的にイ ン ス ト ールさ

れます。 このため、 Kofax Capture が既にイ ン ス ト ールされている場合は、 別途 VRS 
を イ ン ス ト ールする必要はあ り ません。 Kofax Capture の一部と し て VRS を イ ン ス

ト ールし た場合は、 [ プロ グ ラ ムの追加と 削除 ] リ ス ト  (Windows Vista の場合は [ プ

ロ グ ラ ム と機能 ] リ ス ト ) に VRS は表示されません。

Kofax Capture のイ ン ス ト ールに関する詳細は、 Kofax Capture の ド キ ュ メ ン ト を参照

し て く だ さい。



22 VirtualReScan (VRS) イ ンス ト ール ガイ ド



VirtualReScan (VRS) イ ンス ト ール ガイ ド 23

VRS のイ ンス ト ール

はじめに

こ の章では、 VRS のイ ン ス ト ール手順について説明し ます。 これらの手順は、 VRS 
のラ イセン スおよび VRS で使用する スキ ャナの処理能力によ って多少異な り ます。

(12 ページの表 1 を参照し て く ださ い )。 VRS のラ イセン ス  タ イプは、 VRS 製品パッ

ケージの外側にあ る ラベルで確認でき ます。 オン ラ イ ンで購入し た場合は、 購入時

に Kofax から提供された製品情報で確認でき ます。

メ モ  VRS のイ ン ス ト ール手順には、 Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラ用の ド

ラ イバおよびフ ァ イルのイ ン ス ト ールも含まれます。

VRS のイ ン ス ト ールを開始する前に、 次のア イ テムを準備し て く ださい。

VRS イ ン ス ト ール デ ィ ス ク  ( 該当する場合 )
VRS で動作保証し ている スキ ャナ

SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラおよびサポー ト  ド キ ュ メ ン ト  ( 該当する場合 )
Kofax で動作保証し ている スキ ャナ ケーブル

メ モ  Kofax で動作保証し ている スキ ャナ ケーブルに関する詳細は、 Kofax Web サイ

ト  (www.kofax.com) の Scanner Configurator を選択し て く ださ い。
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イ ンス ト ール手順

VRS のイ ン ス ト ール手順は以下の とお り です。

1 VRS ソ フ ト ウ ェアのイ ン ス ト ール (24 ページを参照 )

2 ( 該当する場合 ) SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラの取 り 付け (51 ページを参照 )

3 ( 該当する場合 ) スキ ャナの取 り 付け (52 ページを参照 )

4 ( 該当する場合 ) 新しいハード ウ ェ アの検出ウ ィ ザード によ る設定 (56 ページ

を参照 )

5 スキ ャニング アプ リ ケーシ ョ ンのイ ン ス ト ール (57 ページを参照 )

VRS ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール

こ のセ ク シ ョ ンでは、 VRS 4.5 ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール方法を説明し ます。 VRS 
3.5 または VRS 4.x を使用し ている場合は、 VRS をアン イ ン ス ト ールせずに VRS 4.5 
にア ッ プグレードする こ と ができ ます。 VRS 3.5 よ り 前のバージ ョ ンを使用し ている

場合は、 VRS 4.5 にア ッ プグレードする前に、 VRS 3.5 にア ッ プグレードする必要が

あ り ます。 詳しい手順については、 20 ページの 「イ ン ス ト ールに関する注意事項」 
および VRS リ リ ース  ノ ー ト を参照し て く ださい。 VRS リ リ ース  ノー ト は PDF 形式

フ ァ イルで、 Kofax Web サイ ト  (www.kofax.com) の Support ページにあ る  Online 
Documentation から開 く こ と ができ ます。

Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラのセ ッ ト ア ッ プを行 う 場合は、 このセ ク シ ョ

ンにあ る  VRS のイ ン ス ト ール手順に従って、 必要な ド ラ イバおよびフ ァ イルを コ ン

ピ ュータにイ ン ス ト ールし ます。 イ ン ス ト ールが完了し た ら、 63 ページの

「Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラのセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く ださい。
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VRS ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールするには

1 VRS を イ ン ス ト ールする コ ンピ ュータに管理者権限のあ るユーザーでロ グ イ

ン し て、 アプ リ ケーシ ョ ンをすべて閉じ ます。

重要 Windows Vista を使用し ている場合は、 VRS を イ ン ス ト ールする前に 
[ ユーザー アカ ウ ン ト 制御 ] を無効にする必要があ り ます。

メ モ  ド メ イ ン管理者アカ ウ ン ト によ っては、 ローカル コ ンピ ュータ上の一

部のフ ォルダやレジス ト リ  キーにア ク セスでき ないこ と があ り ます。 使用す

る管理者アカ ウ ン ト に、 ローカルの管理者アカ ウ ン ト と同等のフ ォルダおよ

びレジス ト リ  ア ク セス権があ る こ と を確認し て く ださい。

2 次のいずれかを行います。

VRS イ ン ス ト ール デ ィ ス ク を適切な ド ラ イブに挿入し ます。 イ ン ス ト ール 
デ ィ ス クは自動再生をサポー ト し ている ため、 イ ン ス ト ールは自動的に開

始されます。

オン ラ イ ンで製品を購入後、 VRS をダウ ン ロード し たフ ォルダを参照し、

setup.exe を実行し ます。

VRS のイ ン ス ト ールが開始されます。

Microsoft .NET Framework 2.0 がコ ンピ ュータにイ ン ス ト ールされていない場

合は、 自動的にイ ン ス ト ールされます。 既にイ ン ス ト ールされている場合は、

次のステ ッ プに進みます。



26 VirtualReScan (VRS) イ ンス ト ール ガイ ド

メ モ  VRS のイ ン ス ト ールを途中でキ ャ ンセルし た場合、 イ ン ス ト ールされ

た Microsoft .NET Framework 2.0 はそのま ま残 り 、 VRS コ ンポーネン ト のみ削

除されます。

VirtualReScan セ ッ ト ア ッ プ初期画面が表示されます ( 図 1)。

図 1 VirtualReScan セ ッ ト ア ッ プ初期画面
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3 次のいずれかのイ ン ス ト ール オプシ ョ ンを選択し て、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ま

す。

VRS のみのイ ン ス ト ール

Adrenaline SCSI コ ン ト ローラのみイ ン ス ト ール

VRS および Adrenaline SCSI コ ン ト ローラのイ ン ス ト ール

[ ユーザー ID] 画面が表示されます ( 図 2)。 前の画面で "Adrenaline SCSI コ ン

ト ローラのみイ ン ス ト ール " を選択し た場合は、 [ ユーザー ID] 画面は表示さ

れません。

図 2 [ ユーザー ID] 画面
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4 VRS を  デモ モード でイ ン ス ト ールする場合は、[ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます (41 
ページの 「デモ モード」 を参照 )。 それ以外の場合は、 次のステ ッ プに進みま

す。

5 [ ユーザー ID] 画面では、 次の操作を行います。

a 名前、 会社名、 電子 メ ールを入力し ます。

b Kofax 製品情報を電子 メ ールで受け取ら ない場合は、 [ 製品情報を受け取ら

ない ] チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。

c 情報を入力し て、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

[ 製品情報 ] 画面が表示されます ( 図 3)。 前の画面で "Adrenaline SCSI コ ン ト

ローラのみイ ン ス ト ール " を選択し た場合は、 [ 製品情報 ] 画面は表示されま

せん。
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図 3 [ 製品情報 ] 画面

こ の画面で入力する情報は、 VRS 製品パッ ケージにあ る ラベルに記載されて

います。 オン ラ イ ンで製品を購入し た場合は、 購入時に Web サイ ト で発行さ

れ、 電子 メ ールで も送られます。
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6 VRS 3.5 から  4.5 への基本ラ イセン スのア ッ プグレード を行 う 場合は、 チェ ッ

ク  ボ ッ ク ス をオンにし て、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 それ以外の場合は、 次

のステ ッ プに進みます。

7 前の画面でチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし なかった場合は、 次のいずれかを行

います。

VRS 4.5 のパー ト 番号、 シ リ アル番号、 および製品コード を入力し ます。 こ

れらの情報は、 製品パッ ケージのラ イセン ス  ラベルに記載されているか、

またはオン ラ イ ンで購入時に提供されます。 情報を入力し て、 [ 次へ ] を ク

リ ッ ク し ます。

VRS を  デモ モード でイ ン ス ト ールする場合は、 何も入力せずに、 [ 次へ ] を
ク リ ッ ク し ます。 この場合、 確認ダ イ ア ロ グが表示されるので、 [ 続行 ] を
ク リ ッ ク し ます。

メ モ  VRS ラベル シー ト 、 製品情報は安全な場所に保管し て く ださい。
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[ イ ン ス ト ール先フ ォルダ ] 画面が表示されます ( 図 4)。

図 4 [ イ ンス ト ール先フ ォルダ ] 画面

イ ン ス ト ーラは、 システムを検査し、 デフ ォル ト  ド ラ イブの空き容量を

チェ ッ ク し ます。 そ し て、 必要な容量と 空き容量を表示し ます。

8 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 イ ン ス ト ール先フ ォルダを  C:\PROGRAM 
FILES\KOFAX\IMGCTLS にするか、 [ 参照 ] を ク リ ッ ク し て、 別のフ ォルダ

を選択し ます。 デフ ォル ト のイ ン ス ト ール先フ ォルダは、 上記と 異なる場合

があ り ます。
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9 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 イ ン ス ト ールする フ ォルダを決定し ます。 十分な空

きデ ィ ス ク容量がない場合、 メ ッ セージが表示されます。 この場合、 [OK] を
ク リ ッ ク し て メ ッ セージを閉じ ます。 そ し て、 [ キ ャ ンセル ] と  [ セ ッ ト ア ッ

プの終了 ] を ク リ ッ ク し て VRS のイ ン ス ト ールを終了し ます。 システム上の

空きデ ィ ス ク容量を増やし てから、 再度 VRS のイ ン ス ト ールを開始し ます。
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[ 動作保証スキ ャナ ] 画面が表示されます ( 図 5)。

図 5 [ 動作保証スキャナ ] 画面 
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10 次のいずれかを行います。

リ ス ト から  VRS 動作保証スキ ャナを選択し て、 " 現在選択されている ス

キ ャナ " と し て表示された ら、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

リ ス ト に表示されていない VRS 動作保証スキ ャナは、 後で VRS Component 
Installer をダウ ン ロード し て設定し ます。 こ こ では、 [ 後でスキ ャナを設定

する ] チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし て、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 詳細

は、 15 ページの 「VRS Component Installer」 を参照し て く ださい。

VRS または Adrenaline スキ ャナ コ ン ト ローラ を動作保証されていないス

キ ャナ と共に使用する場合は、 [ 後でスキ ャナを設定する ] オプシ ョ ンを選

択し て、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 動作保証されていないスキ ャナを使用

する場合は、 Kofax スキ ャナ設定ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 VRS または 
Adrenaline コ ン ト ローラ用にスキ ャナを設定し ます。 詳細は、 「VRS ユー

ザーズ ガイ ド」 を参照し て く ださい。

11 イ ン ス ト ール開始の準備ができ る と、 準備完了の メ ッ セージが表示されます。

イ ン ス ト ールを開始する前に設定を変更する場合は、 [ 戻る ] を ク リ ッ ク し て

前の画面に戻る こ と ができ ます。 そ う でない場合は、 [ イ ン ス ト ール ] を ク

リ ッ ク し て イ ン ス ト ールを開始し ます。

イ ン ス ト ール中に、 確認 メ ッ セージ と い く つかのア ッ プデー ト  メ ッ セージが

表示されます。

12 Windows XP では、 Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラ を含む イ ン ス ト ー

ル オプシ ョ ンを選択し た場合、 互換性 メ ッ セージが表示される こ と があ り ま

す。 メ ッ セージが表示された場合は、 [ 続行 ] を ク リ ッ ク し て、 次のステ ッ プ

に進んで く ださい。
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メ モ  [ 続行 ] を ク リ ッ ク し ない場合は、 しばら く する と、 互換性 メ ッ セージ

は自動的に閉じ ます。

13 VRS イ ン ス ト ールが完了する と、 完了の メ ッ セージが表示されます。 [ 完了 ] 
を ク リ ッ ク し て イ ン ス ト ールを終了し、 メ ッ セージを閉じ ます。

14 直ちにコ ンピ ュータ を再起動するオプシ ョ ンを選択し て、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク

し ます。 再起動し た後に VRS イ ン ス ト ール デ ィ ス ク から スキ ャナ ド ラ イバ

がイ ン ス ト ールされる場合があ る ため、 コ ンピ ュータが再起動される まで

デ ィ ス ク を取 り 出さ ないで く ださい。 スキ ャナ ド ラ イバのイ ン ス ト ール手順

は、 イ ン ス ト ール時に選択し たスキ ャナによ って異な り ます。

15 再起動し た後に、 製品ラ イ セン スが VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル機能に対応し て

いる場合や、 [ 製品情報 ] 画面で VRS 3.5 から  VRS 4.50 基本ラ イセン スへの

ア ッ プグレード を選択し た場合は、 [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グ 
ボ ッ ク スが表示されます ( 図 6)。
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図 6 [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス
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VRS 3.50 から  VRS 4.5 基本ラ イセン スにア ッ プグレードする場合、 ダ イ ア ロ

グ ボ ッ ク スにあ るオプシ ョ ンはグレーで表示され、 [ ア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] を
ク リ ッ クするだけです。 [ ア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] を ク リ ッ クする際、 次のいず

れかが取 り 付け られている必要があ り ます。

VRS 3.5 ハード ウ ェア キー ( ド ングル )
有効な Adrenaline 650i スキ ャナ コ ン ト ローラ

次の場合には、 イ ン ス ト ール時に [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グ 
ボ ッ ク スは表示されません。

VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル機能をサポー ト し ていない VRS 基本ラ イセン スの

場合。 [VRS の登録 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが代わ り に表示されます ( 図 7 の
後のステ ッ プを参照し て く だ さい )。
VRS をデモ モード でイ ン ス ト ールする ために、 イ ン ス ト ール手順の [ 製品

情報 ] 画面を スキ ッ プし た場合。

VirtualReScan セ ッ ト ア ッ プ初期画面で "Adrenaline SCSI コ ン ト ローラのみイ

ン ス ト ール " を選択し た場合。

16 [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの [ ユーザー ID] セ ク シ ョ

ンのフ ィ ール ド には、 VRS の購入時またはイ ン ス ト ール時に入力し た値が設

定されている こ と があ り ます。 必要に応じ て、 [ ユーザー ID] セ ク シ ョ ンを更

新し ます。

17 Kofax 製品情報を電子 メ ールで受け取ら ない場合は、 [ 製品情報を受け取ら な

い ] チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。

18 " ラ イセン スの製品情報を入力する " オプシ ョ ンを選択し ます。
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19 [ ラ イセン ス  コード ] セ ク シ ョ ンでは、 次のいずれかを行います。

[ラ イ セン ス  コード の取得] を ク リ ッ ク し て VRS のラ イ セン ス  コード を取得

し ます。 ラ イ セン ス  コード は、 自動的に表示されます。 このオプシ ョ ンを

使用するには、 イ ン ターネ ッ ト に接続し てお り 、 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スにあ

る こ こ までのフ ィ ール ド が入力済みでなければな り ません。 ラ イセン スの

ア ク テ ィ ベーシ ョ ンが完了する と 、 確認 メ ッ セージが表示され、 ダ イ ア ロ

グ ボ ッ ク スは閉じ ます。

既にラ イセン ス  コード を取得し ている場合は、 そのコード を入力し ます。

[ ア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] を ク リ ッ クする と、 ラ イセン スのア ク テ ィ ベーシ ョ

ンが行われます。 ラ イセン ス  コード と その他のフ ィ ール ド の入力値が正し

ければ、 確認 メ ッ セージが表示されます。

イ ン ス ト ーラが VRS ラ イセン ス  サーバーに接続でき ない場合は、 [ ア ク テ ィ

ベーシ ョ ン  ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。

こ の場合は、 45 ページの 「イ ン ターネ ッ ト 未接続時の VRS ラ イ セン スのア ク

テ ィ ベーシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

20 前の画面で VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル ラ イセン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ンを行っ

た場合は、 [ ア ッ プデー ト の確認 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。 詳細

は、 58 ページの 「製品ア ッ プデー ト の確認」 を参照し て く だ さい。

21 VRS 基本ラ イセン スの場合は、 [VRS の登録 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示され

ます ( 図 7)。 また、 VRS を イ ン ス ト ールせずに Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン

ト ローラのセ ッ ト ア ッ プだけを行 う 場合も、 [VRS の登録 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク

スが表示されます。
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図 7 [VRS の登録 ] ダイアログ ボ ッ クス

22 [ ユーザー ID] では、 次の項目を更新する こ と ができ ま す。 こ れら のフィ ールド

には、 VRS のイ ンス ト ール時に入力し た値が設定さ れている こ と があり ま す。

名前 : 名前を入力し ます。

会社名 : 会社名を入力し ます。

E メ ール : 電子 メ ールを入力し ます。

23 [ 製品 ID] には、 VRS のイ ン ス ト ール時に入力し た値が設定されています。 こ

の項目は更新でき ません。
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24 次のいずれかを行います。

a VRS 製品を登録する こ と によ って得られる利点についての説明が表示され

ます。 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スは、 [OK] を ク リ ッ ク し て終了し ます。

b [ 今すぐ登録 ] を ク リ ッ ク し て、 ラ イ セン スの登録処理を完了し ます。 ラ イ

セン ス  コード と その他のフ ィ ール ド の入力値が正し ければ、 確認 メ ッ セー

ジが表示されます。 VRS がラ イセン ス  サーバーに接続でき ない場合は、

[ 登録 ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。 こ

の場合は、 48 ページの 「イ ン ターネ ッ ト 未接続時の VRS 基本ラ イセン ス

の登録」 を参照し て く ださい。

c [ 登録のスキ ッ プ ] を ク リ ッ ク し て、 登録処理を スキ ッ プし ます。 このオプ

シ ョ ンを選択する と 、 確認 メ ッ セージが表示されます。 [ はい ] または [ い

いえ ] を ク リ ッ ク し ます。

25 必要に応じ て、 VRS Component Installer をダウ ン ロード し て く ださい。 VRS 
Component Installer は、 次の両方が適用される場合に必要です。

VRS で動作保証されているが、 VRS のイ ン ス ト ール時にスキ ャナの リ ス ト

に表示されなかったスキ ャナを使用する場合。

VRS イ ン ス ト ール時に、 [ 後でスキ ャナを設定する ] チェ ッ ク  ボ ッ ク ス を選

択し た場合。

メ モ  使用する スキ ャナ用の VRS Component Installer を選択するには、 Kofax 
Web サイ ト  (www.kofax.com) の Support ページから  Downloads Library の リ ン

ク を参照し て く ださい。 詳細は、 15 ページの 「VRS Component Installer」 を

参照し て く ださい。

26 ( 該当する場合 ) イ ン ス ト ール デ ィ ス ク を取 り 出し、安全な場所に保管し ます。
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インスト ール後のラ イセンスのアク ティ ベーショ ン / 登録

ラ イセン ス  タ イプによ り 、 イ ン ス ト ール中にラ イセン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ン (VRS 
プロ フ ェ ッ シ ョ ナル ラ イ セン スの場合 ) または登録 (VRS 基本ラ イセン スの場合 ) を
行 う よ う 指示されます。 イ ン ス ト ール時に これら を行わない場合は、 このセ ク シ ョ

ンの手順に従って イ ン ス ト ール後に行 う こ と ができ ます。 VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル 
ラ イセン スの場合は、 次のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。 VRS 基本ラ イセン スの

場合は、 46 ページの 「イ ン ス ト ール後の VRS 基本ラ イセン スの登録」 を参照し て く

だ さい。

イ ンス ト ール後の VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル ラ イセンスのア ク テ ィ

ベーシ ョ ン

VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル ラ イセン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ンを行わずに VRS を イ ン ス

ト ールし た場合は、 VRS はデモ モード または評価モード で実行されます。 製品を ま

だ購入し ていない場合は、 VRS はデモ モード で実行されます。 デモ モード では、

VRS の全機能を使用する こ と ができ ますが、 スキ ャ ン された イ メ ージすべてに 
Kofax のロ ゴが挿入されます。 製品ラ イセン ス を購入後、 イ ン ス ト ール時にア ク テ ィ

ベーシ ョ ンを行っていない場合は、 VRS は評価モード で実行されます。 評価モード

では、 VRS を起動する たびにラ イセン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ンを促す メ ッ セージが

表示されます。

デモ モー ド

VRS をデモ モード で実行する と 、 スキ ャ ン し た イ メ ージに Kofax のロ ゴ  ( 図 8) が挿

入される こ と を示す メ ッ セージが表示されます。
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図 8 VRS デモ モー ド に関する注意事項

評価モー ド

図 9  [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ンに関する注意事項 ] ダイアログ ボ ッ クス

VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル ラ イセンスのアク テ ィ ベーシ ョ ンを行う には

1 次のいずれかを行います。

[VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ンに関する注意事項 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで、[ 今

すぐ ア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

Windows の [ ス ター ト ] メ ニューから、 [ すべてのプロ グ ラ ム ] － [Kofax 
VRS] － [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] を選択し ます。
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メ モ  VRS をデモ モード で実行し ている場合は、 製品を購入し ない と、 VRS 
ラ イセン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ンはでき ません。 オン ラ イ ンで製品を購入す

るには、 Kofax VRS プロ グ ラ ム フ ォルダから  [ 今すぐ購入 ] を選択し ます。

詳細は、 VRS のヘルプを参照し て く だ さい。

2 [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます ( 図 10)。
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図 10 [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

3 ユーザー ID および製品 ID セ ク シ ョ ンは、 VRS イ ン ス ト ール時の値を基に既

に入力されている場合があ り ます。 必要に応じ て、 [ 製品情報を受け取ら な

い ] チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにます。 ユーザー ID または製品 ID のいずれか
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のセ ク シ ョ ンが未入力の場合は、 必要な情報を入力し ます。 製品 ID セ ク シ ョ

ンに必要な情報は、 29 ページを参照し て く ださい。

4 次のいずれかを行い、 ラ イ セン ス  コード を入力し ます。

ラ イセン ス  コード を取得し ていない場合は、 [ ラ イセン ス  コード の取得 ] を
ク リ ッ ク し て、 Kofax ラ イセン ス  サーバーから ラ イセン ス  コード を取得し

ます。 イ ン ターネ ッ ト に接続されていない と 、 コード を受け と る こ と がで

き ません。 この場合は、 [ ア ク テ ィ ベーシ ョ ン ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続 ] 
ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。 イ ン ターネ ッ ト に接続せずにラ イセ

ン ス  コード を取得する方法については、 次のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださ

い。

VRS ラ イセン ス  コード を別の方法で取得し た場合は、 そのラ イセン ス  コー

ド を入力し、 [ ア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

ラ イセン ス  ア ク テ ィ ベーシ ョ ンの完了を示す確認ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示

されます。

イ ン ターネ ッ ト 未接続時の VRS ラ イセンスのアク テ ィ ベーシ ョ ン

[VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スから  [ ラ イ セン ス  コード の取得 ] 
を ク リ ッ ク し た と きに、 イ ン ターネ ッ ト に接続されていない と、 ラ イセン ス  コード

が取得でき ません。 別の方法で取得する必要があ り ます。 この場合は、 [ ア ク テ ィ

ベーシ ョ ン  ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されるので、 画面

の指示に従って く ださい。



46 VirtualReScan (VRS) イ ンス ト ール ガイ ド

イ ン ターネ ッ ト 未接続時の VRS ラ イセンスのアク テ ィ ベーシ ョ ン

1 [ ア ク テ ィ ベーシ ョ ン  ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スでは、イ

ン ターネ ッ ト に接続せずにラ イセン ス  コード を取得する方法が示されます。

Activate.txt フ ァ イルにあ る ラ イセン ス情報を提供する必要があ り ます。 こ の

フ ァ イルのパスは、 [ ア ク テ ィ ベーシ ョ ン  ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続 ] ダ イ ア

ロ グ ボ ッ ク スに表示されています。

2 [OK] を ク リ ッ ク し て、 [ ア ク テ ィ ベーシ ョ ン ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続 ] ダ イ

ア ロ グ ボ ッ ク ス を閉じ ます。

3 イ ン ターネ ッ ト に接続し ている別のコ ンピ ュータでブラ ウザを起動し て、

http://activate.kofax.com/vrs にア ク セス し ます。 ア ク テ ィ ベーシ ョ ン中に、

Activate.txt フ ァ イルから情報を コ ピーし て、 Web サイ ト のフ ォームに入力し

て く ださい。 Activate.txt フ ァ イルのパスは、 [ ア ク テ ィ ベーシ ョ ン  ‐  イ ン

ターネ ッ ト 未接続 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スに表示されています。

4 ラ イセン ス  コード を取得後、 [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク

スの [ ラ イセン ス  コード ] セ ク シ ョ ンにラ イセン ス  コード を入力し、 [ ア ク

テ ィ ベーシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

イ ンス ト ール後の VRS 基本ラ イセンスの登録

VRS 基本ラ イセン スの場合は、 イ ン ス ト ール時に登録する よ う 指示されます。 イ ン

ス ト ール時にこれを行わなかった場合は、 このセ ク シ ョ ンの手順に従って、 登録を

行 う こ と ができ ます。 ラ イ セン ス を登録する こ と によ って、 テ ク ニカル サポー ト お

よび製品のア ッ プデー ト を利用でき る よ う にな り ます。
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VRS 基本ラ イセンスの登録

1 Windows の [ ス ター ト ] メ ニューから、 [ すべてのプロ グ ラ ム ] － [Kofax 
VRS] － [VRS の登録 ] を選択し ます。

2 [VRS の登録 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます ( 図 11)。

図 11 [VRS の登録 ] ダイアログ ボ ッ クス
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3 [ ユーザー ID] では、 次の項目を更新する こ と ができ ます。 これらのフ ィ ール

ド には、 VRS のイ ン ス ト ール時に入力し た値が設定されている こ と があ り ま

す。

名前 : 名前を入力し ます。

会社名 : 会社名を入力し ます。

E メ ール : 電子 メ ールを入力し ます。

4 [ 製品 ID] には、 VRS のイ ン ス ト ール時に入力し た値が設定されています。 こ

の項目は更新でき ません。

5 次のいずれかを行います。

a VRS 製品を登録する こ と によ って得られる利点についての説明が表示され

ます。 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スは、 [OK] を ク リ ッ ク し て終了し ます。

b [ 今すぐ登録 ] を ク リ ッ ク し て、 ラ イ セン スの登録処理を完了し ます。 ラ イ

セン ス  コード と その他のフ ィ ール ド の入力値が正し ければ、 確認 メ ッ セー

ジが表示されます。 VRS がラ イセン ス  サーバーに接続でき ない場合は、

[ 登録 ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。 詳

細は、 次のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

c [ 登録のスキ ッ プ ] を ク リ ッ ク し て、 登録処理を スキ ッ プし ます。 このオプ

シ ョ ンを選択する と 、 確認 メ ッ セージが表示されます。 [ はい ] または [ い

いえ ] を ク リ ッ ク し ます。

イ ン ターネ ッ ト 未接続時の VRS 基本ラ イセンスの登録

[VRS の登録 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スから  [ 今すぐ登録 ] を ク リ ッ ク し た と きに、 イ ン

ターネ ッ ト に接続されていない と 、 別の方法で製品の登録を行 う 必要があ り ます。

こ の場合は、 [ 登録 ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されるの

で、 画面の指示に従って く だ さい。
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イ ン ターネ ッ ト 未接続時に VRS 基本ラ イセンスを登録するには

1 [ 登録 ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スでは、イ ン ターネ ッ ト に

接続せずに製品の登録を行 う 方法が示されます。 Register.txt フ ァ イルにあ る

情報を提供する必要があ り ます。 こ のフ ァ イルのパスは、 [ 登録 ‐  イ ン ター

ネ ッ ト 未接続 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スに表示されています。

2 [OK] を ク リ ッ ク し て、 [ 登録 ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス

を閉じ ます。

3 イ ン ターネ ッ ト に接続し ている別のコ ンピ ュータでブラ ウザを起動し て、

http://activate.kofax.com/vrs にア ク セス し ます。 Register.txt フ ァ イルから情報を

コ ピーし て、 Web サイ ト のフ ォームに入力し て く ださい。 Register.txt フ ァ イ

ルのパスは、 [ 登録 ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スに表示さ

れます。 登録処理が完了する と 、 確認 メ ッ セージが表示されます。

VRS ラ イセンスのア ッ プグレー ド

VRS 4.5 を有効な ラ イセン スで実行し ている場合は、 [ 今すぐ ア ッ プグレード ] オプ

シ ョ ンを利用し て、 よ り レベルの高い VRS ラ イセン ス を購入し、 ア ク テ ィ ベーシ ョ

ンを行 う こ と ができ ます。 VRS 基本ラ イセン スから  VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル ラ イセ

ン スへア ッ プグレード し た り 、 既存の VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル ラ イセン スから拡張

機能や高速スキ ャナに対応し た別の VRS プロ フ ェ ッ シ ョ ナル ラ イセン スにア ッ プグ

レードする こ と ができ ます。
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VRS をア ッ プグレー ド するには

1 Windows の [ ス ター ト ] メ ニューから、 [ すべてのプロ グ ラ ム ] － [Kofax 
VRS] － [ 今すぐア ッ プグレード ] を選択し ます。 [VRS のア ッ プグレード ] ダ
イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます ( 図 12)。

図 12 [VRS のア ッ プグレー ド ] ダイアログ ボ ッ クス

2 [ 今すぐ アッ プグレ ード ] をク リ ッ ク する と 、 ブラ ウ ザが起動し 、 VRS 製品ラ イ

センス のアッ プグレ ード を購入する ための Kofax Web サイ ト が表示さ れま す。

3 Web サイ ト の手順に従って、 購入手続き を完了し て く ださい。



VirtualReScan (VRS) イ ンス ト ール ガイ ド 51

4 処理が完了する と、 [VRS のア ッ プグレード ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの製品 ID 
セ ク シ ョ ンにコ ピーする情報が発行されます。 次の製品情報は、 Web サイ ト

から入手でき ますが、 電子 メ ールでも送られます。

パー ト 番号

シ リ アル番号

製品コード

5 [VRS のア ッ プグレード ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの製品 ID セ ク シ ョ ンに情報を

コ ピーし て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

6 一部の情報が既に入力された [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク

スが表示されます。 [ ラ イセン ス  コード の取得 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ラ

イセン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ンが完了する と 、 確認 メ ッ セージが表示され、

ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スは閉じ ます。

ラ イセン スがア ク テ ィ ベーシ ョ ン される と、 新しいラ イセン スで VRS を使用

でき る よ う にな り ます。

SCSI スキャナ コ ン ト ローラの取り付け

こ こでは、 SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラの取 り 付け方法を説明し ます。 SCSI スキ ャ

ナ コ ン ト ローラ を使用し ない場合は、 こ のセ ク シ ョ ンを スキ ッ プし て、 52 ページの

「スキ ャナの取 り 付け」 に進みます。

SCSI スキャナ コ ン ト ローラ を取り付けるには 
1 コ ンピ ュータ をシ ャ ッ ト ダウ ン し て、 コ ンセン ト を外し ます。

メ モ  コ ンセン ト を外す前に、 製造元の手順書に従って静電気を放電し て く

だ さい。
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2 次のいずれかを行います。

Kofax Adrenaline 650 または 650i SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラ を使用する場

合は、 63 ページの 「Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラのセ ッ ト ア ッ

プ」 を参照し て く ださい。

Kofax 以外の SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラ を使用する場合は、 製造元の手順

に従って取 り 付けを行って く ださい。

3 SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラ を取 り 付けた後は、 コ ンセン ト を差込み、 コ ン

ピ ュータの電源を入れます。

4 Windows XP を使用し ている場合、互換性 メ ッ セージが表示されます。 [ 続行 ] 
を ク リ ッ ク し て、 次のステ ッ プに進んで く ださい。

5 [ マイ  コ ンピ ュータ ] を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] － [ ハード ウ ェア ] － [ デ

バイ ス  マネージ ャ ] を選択し ます。

6 デバイ スの リ ス ト から  [SCSI と  RAID コ ン ト ローラ ] を開いて、 SCSI スキ ャ

ナ コ ン ト ローラの名前が表示されている こ と を確認し ます。 Kofax SCSI ス
キ ャナ コ ン ト ローラの場合、 "Kofax Adrenaline <650/650i>" と い う 名前が表示

されます。

スキャナの取り付け

コ ンピ ュータにスキ ャナがまだ取 り 付け られていない場合は、 こ のセ ク シ ョ ンの手順

に従って、 スキ ャナ と コ ンピ ュータ を正し く 接続し ます。 動作保証されている ス

キ ャナ ケーブルを使用し ている こ と を必ず確認し て く ださい。 使用でき る スキ ャナ 
ケーブルは、 Kofax Web サイ ト  (www.kofax.com) の Scanner Configurator から確認でき

ます。
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スキャナを コ ンピ ュータに接続するには

1 コ ンピ ュータ と スキ ャナの電源をオフにし て、 コ ンセン ト を外し ます。

2 スキ ャナ ケーブルを スキ ャナ と コ ンピ ュータの適切なポー ト  (SCSI、 USB、

または FireWire) に付けます。

3 スキ ャナの電源を コ ンセン ト に差し込み、 スキ ャナの電源を入れます。

4 コ ンピ ュータの電源を コ ンセン ト に差し込み、 コ ンピ ュータの電源を入れま

す。 こ こ で、 新しいハード ウ ェ アの検出ウ ィ ザード が表示される場合があ り

ます。 その場合は、 56 ページの 「新しいハード ウ ェアの検出ウ ィ ザード によ

る設定」 の手順を参照し て く だ さい。 そ う でない場合、 スキ ャニング アプ リ

ケーシ ョ ンを イ ン ス ト ールする こ と で VRS を使用でき ます。

TWAIN のイ ンス ト ール

VRS で動作保証されたスキ ャナの TWAIN ド ラ イバを イ ン ス ト ールする必要があ る

場合、 製造元のイ ン ス ト ール ガ イ ド に従って TWAIN ド ラ イバを イ ン ス ト ールし て

く ださい。 TWAIN ド ラ イバは、 VRS ソ フ ト ウ ェアのイ ン ス ト ール前で も後で も イ ン

ス ト ールする こ と ができ ます。 動作保証されていない ( 互換性のない ) VRS スキ ャナ

を イ ン ス ト ールするには、 13 ページの 「VRS スキ ャナ : 動作保証されたスキ ャナ と

それ以外のスキ ャナ」 を参照し て く ださい。

USB および FireWire のイ ンス ト ール

こ のセ ク シ ョ ンでは、 USB または FireWire スキ ャナの一般的な イ ン ス ト ール手順と

設定手順を説明し ます。 い く つかのスキ ャナでは特殊な設定が必要と される ため、

製造元のイ ン ス ト ール ガ イ ド も参照し て く ださい。
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USB または FireWire スキャナを取り付けて、 設定するには

1 次のいずれかを行います。

USB ケーブルを スキ ャナから  USB ポー ト に接続し ます。

FireWire ケーブルを スキ ャナから  FireWire ポー ト に接続し ます。

Windows が新しいデバイ ス を検出し、 新しいハード ウ ェアの検出ウ ィ ザード

が表示されます。

2 画面の指示に従い、 スキ ャナに付属し ている イ ン ス ト ール CD の中で必要な

ド ラ イバを選択し ます。

3 スキ ャナが正し く 取 り 付け られている こ と を確認し て く ださい。 詳細は、 55 
ページの 「スキ ャナの接続の確認」 を参照し て く ださい。

4 次の 「USB/FireWire ド ラ イバ イ ン ス ト ール後の操作」 を確認し ます。

5 スキ ャニング アプ リ ケーシ ョ ンを イ ン ス ト ールし ます。 詳細は、 57 ページの

「スキ ャニング アプ リ ケーシ ョ ンのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

USB/FireWire ド ラ イバ イ ンス ト ール後の操作

スキ ャナによ っては、 イベン ト が発生し た と き、 特定の動作を起こすよ う に設計さ

れている ものがあ り ます。 た と えば、 い く つかのスキ ャナでは ADF に紙を挿入し た

と きに Microsoft のイ メ ージング アプ リ ケーシ ョ ンを自動的に起動する よ う に設定さ

れています。 VRS で最良の結果を得るには、 VRS を イ ン ス ト ールする前にそのよ う

なデバイ スのイベン ト をすべて無効にする こ と を推奨し ます。
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デバイスのイベン ト を無効にするには

1 Windows の [ ス ター ト ] メ ニューから、[ コ ン ト ロール パネル ] － [ スキ ャナ と

カ メ ラ ] を選択し ます。

2 イ ン ス ト ールされたデバイ スの リ ス ト から スキ ャナを選択し、 右ク リ ッ ク  メ
ニューから  [ プロパテ ィ ] を選択し ます。

3 [ スキ ャナのプロパテ ィ ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スから、[ イベン ト ] タブを選択し

て、 [ スキ ャナのイベン ト ] リ ス ト からデバイ スのイベン ト を選択し ます。

4 [ 動作 ] リ ス ト から、 [ 何も し ない ] を選択し ます。

5 不要なデバイ スのイベン ト をすべて無効にする まで、 ステ ッ プ 3 ～ 4 を繰 り

返し ます。

メ モ  デバイ ス  イベン ト を復元するには、 [ 何も し ない ] を ク リ ア し ます。

6 [ 適用 ] 、[OK] を選択し て、[ スキ ャナのプロパテ ィ ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を終

了し ます。

スキャナの接続の確認

次の手順の従って、 スキ ャナが正し く 接続されているかど う かを確認し ます。

スキャナの接続ステータ スを確認するには 

1 Windows のデス ク ト ッ プから、 [ マイ  コ ンピ ュータ ] を右ク リ ッ ク し ます。

2 [ 管理 ] を選択し ます。

3 [ コ ンピ ュータの管理 ] で、[ デバイ ス  マネージ ャ ] ア イ コ ンをダブルク リ ッ ク

し ます。 右側にシステム上のデバイ スが表示されます。



56 VirtualReScan (VRS) イ ンス ト ール ガイ ド

4 [ イ メ ージング デバイ ス ] ア イ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

5 システムに正常に接続される と 、 スキ ャナが [ イ メ ージング デバイ ス ] 以下に

表示されます。 これが表示されない場合は、 USB/FireWire ケーブルの接続を

確認するか、 コ ンピ ュータ を再起動し ます。 再起動後、 再度デバイ スの リ ス

ト を確認し て く ださい。 スキ ャナの接続に問題があ る場合は、 製造元に問い

合わせて く ださい。

6 [ コ ンピ ュータの管理 ] コ ン ソールを閉じ ます。

新しいハー ド ウ ェ アの検出ウ ィ ザー ド による設定

こ のセ ク シ ョ ンで説明する手順に従って、 スキ ャナを コ ンピ ュータに取 り 付けた後

に表示される、 新しいハード ウ ェアの検出ウ ィ ザード を完了し ます。

1 ソ フ ト ウ ェ アを自動的にイ ン ス ト ールするオプシ ョ ンを選択し、 [ 次へ ] を ク

リ ッ ク し ます。

2 ウ ィ ザード が適切なデバイ スおよびフ ァ イルを検出でき ない場合は、 別の画

面が表示されます。 こ の場合は、 [ この ソ フ ト ウ ェアを イ ン ス ト ールする確認

を今後表示し ない ] オプシ ョ ンを選択し て、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

3 コ ンピ ュータ を再起動するオプシ ョ ンを選択し ます。

また、 Windows 2000 では、 次の方法で も可能です。

1 新しいハード ウ ェ アの検出ウ ィ ザード が表示された ら、 VRS イ ン ス ト ール 
CD を  CD-ROM ド ラ イブに挿入し ます。 ソ フ ト ウ ェ アを自動的にイ ン ス ト ー

ルするオプシ ョ ンを選択し、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

2 CD-ROM ド ラ イブを検索するオプシ ョ ンを選択し ます。
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3 デバイ ス を無効にするオプシ ョ ンを選択し、 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。 その

後、 コ ンピ ュータ を再起動するオプシ ョ ンを選択し ます。

スキャニング アプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール

こ のセ ク シ ョ ンの手順に従って、 VRS が使用する スキ ャニング アプ リ ケーシ ョ ンを

イ ン ス ト ールし ます。

メ モ  必要な場合、 Kofax VCDemo または Scan Demo (VRS に含まれる  ImageControls 
ベースのデモ スキ ャニング アプ リ ケーシ ョ ン ) を使用し て、 小容量のスキ ャ ニング

を実行する こ と も可能です。 VCDemo は、 VRS のイ ン ス ト ール時に自動的にイ ン ス

ト ールされます。 VCDemo に関する詳細は、 75 ページの 「VCDemo の使用」 を参照

し て く だ さい。 Scan Demo は、 VRS イ ン ス ト ール CD に含まれています。 オン ラ イ

ンで購入し た場合は、 イ ン ス ト ール フ ォルダにあ り ます。

スキャニング アプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールするには

1 製造元のイ ン ス ト ール ガ イ ド に従って、 ImageControls ベース、 TWAIN、 ま

たは ISIS スキ ャニング アプ リ ケーシ ョ ンを イ ン ス ト ールし ます。

2 サンプル ド キ ュ メ ン ト をい く つかスキ ャ ン し て、 アプ リ ケーシ ョ ンが正常に

動作し ている こ と を確認し ます。

メ モ  他の Kofax 製品と 併せて ImageControls ベースのアプ リ ケーシ ョ ンを イ

ン ス ト ールする場合は、 20 ページの 「イ ン ス ト ールに関する注意事項」 を参

照し て く ださい。
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製品ア ッ プデー ト の確認

ラ イセン ス を購入する と、 VRS 製品の拡張機能を利用でき ます。 VRS プロ フ ェ ッ

シ ョ ナル ラ イセン スがア ク テ ィ ブな場合、 ア ッ プデー ト の有無をチェ ッ ク し、 ダウ

ン ロードする こ と が可能です。

VRS のイ ン ス ト ールの最後に、 VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャが自動的に起動されま

す。 デフ ォル ト では、 その後、 6 週間ご と に起動されます。 製品のア ッ プデー ト を確

認するには、 次の 2 つの方法があ り ます。

通常のスケジ ュールによ り 、 VRS ア ッ プデー ト  マネージャが自動的に表示され

る際に、 製品のア ッ プデー ト を確認する。

VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャ を手動で起動し、 製品のア ッ プデー ト を確認す

る。

メ モ  [ ア ッ プデー ト の確認 ] 機能は、 VRS 製品のア ッ プデー ト を対象にし ています。

VRS Component Installer の確認は、 Kofax Web サイ ト の製品ページで参照し て く ださ

い。

ア ッ プデー ト の自動確認

デフ ォル ト では、 VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャは、 6 週間ご と に自動的に起動され

ます。 VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャが起動される と 、 VRS 製品のア ッ プデー ト を確

認する よ う 指示されます。 利用可能なア ッ プデー ト があ る場合は、 ダウ ン ロード し、

イ ン ス ト ールする よ う 指示されます。 ア ッ プデー ト の自動確認が有効な場合、 指定

し た間隔の後、 VRS で使用可能なスキ ャ ニング アプ リ ケーシ ョ ンを閉じ てから、

VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャは初めて表示されます。
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デフ ォル ト では、 VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャは、 6 週間ご と に自動的に起動され

ますが、 [ オプシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を使用し て、 2 週間ご とや 3 週間ご と な

ど、 異な る間隔を指定する こ と もでき ます。 また、 ア ッ プデー ト の自動確認を無効

にする こ と もでき ます。 ア ッ プデー ト の自動確認が有効な場合、 VRS ア ッ プデー ト  
マネージ ャは、 指定し た日の午前 8 時に起動されます。 指定された日時にコ ン

ピ ュータが動作し ていない場合、 VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャは、 次回コ ンピ ュー

タが立ち上がる と きに起動されます。

ア ッ プデー ト の自動確認を無効にする と 、 VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャは、 手動で

起動する まで表示されません。 VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャは、 Windows の [ ス

ター ト ] メ ニューから、 [ すべてのプロ グ ラ ム ] － [Kofax VRS] から手動で起動する

こ と ができ ます。 [ オプシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スの設定に関する詳細は、 VRS オ
ン ラ イ ン ヘルプを参照し て く ださい。

ア ッ プデー ト の手動確認

Kofax VRS プロ グ ラ ム フ ォルダから  [ ア ッ プデー ト の確認 ] オプシ ョ ンを選択する こ

と によ り 、 いつで も  VRS ア ッ プデー ト  マネージャ を起動する こ と ができ ます。 ア ッ

プデー ト の自動確認を無効にする場合や、 任意の間隔でア ッ プデー ト の確認を行 う

場合に役立ちます。

ア ッ プデー ト の確認、 ダウンロー ド 、 およびイ ンス ト ール

VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャから  [ 今すぐ確認 ] を選択する と 、 マシン上の VRS ソ
フ ト ウ ェアがチェ ッ ク され、 まだイ ン ス ト ールされていない製品ア ッ プデー ト の一

覧が表示されます。 各ア ッ プデー ト の説明、 フ ァ イル サイ ズ、 通常のダウ ン ロード

時間 ( 実際の時間は異な る こ と があ り ます ) も表示されます。 VRS 製品のア ッ プデー
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ト は累積されます。 複数のア ッ プデー ト が表示された場合、 最新のア ッ プデー ト に

は、 それ以前のすべてのア ッ プデー ト が含まれています。

メ モ  適用可能なア ッ プデー ト を イ ン ス ト ールする場合、 イ ン ス ト ールする前に、 既

存の VRS 製品ア ッ プデー ト は削除されます。

VRS 製品のア ッ プデー ト をダウ ン ロード し、 イ ン ス ト ールするには、 管理者権限が

必要です。

製品のア ッ プデー ト をダウ ン ロード し て も、 すぐにイ ン ス ト ールし ない場合、 VRS 
ア ッ プデー ト  マネージ ャは、 次回起動時に、 前回ア ッ プデー ト がダウ ン ロード され

た こ と を記憶し ています。

図 13 [VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャ ] ダイアログ ボ ッ クス

VRS 製品ア ッ プデー ト の確認、 ダウンロー ド、 およびイ ンス ト ールをするには

1 次のいずれかを行います。
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自動ア ッ プデー ト

VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャから  [ 今すぐ確認 ] を ク リ ッ ク し ます。 [VRS 
ア ッ プデー ト  マネージ ャ : 利用可能なア ッ プデー ト ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス

が表示されます。

手動ア ッ プデー ト

Windows の [ ス ター ト ] メ ニューから、 [ すべてのプロ グ ラ ム ] － [Kofax 
VRS] － [ ア ッ プデー ト の確認 ] を選択し、 [ 今すぐ確認 ] を ク リ ッ ク し ま

す。

2 利用可能な製品のア ッ プデー ト は、 [VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャ : 利用可能

なア ッ プデー ト ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで確認でき ます。 次のいずれかを行い

ます。

ダウ ン ロード し、 イ ン ス ト ールする製品のア ッ プデー ト に対応するチェ ッ

ク  ボ ッ ク ス を選択し ます。 1 つ選択する と、 リ ス ト にあ る他の製品ア ッ プ

デー ト はグレー表示にな り ます。

[ 利用可能なア ッ プデー ト ] リ ス ト に製品のア ッ プデー ト が表示されない場

合は、 [ 閉じ る ] を ク リ ッ ク し て、 VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャ を終了し

ます。

3 [ ダウ ン ロード ] を ク リ ッ ク し ます。 ダウ ン ロード中は、 処理状況が表示され

ます。 処理が完了する と 通知され、 ダウ ン ロード し たア ッ プデー ト の場所を

示す メ ッ セージが表示されます。

ダウ ン ロード は、 [ キ ャ ンセル ] を ク リ ッ ク し て、 いつで も中止する こ と がで

き ます。
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メ モ  製品のア ッ プデー ト をダウ ン ロード し、 イ ン ス ト ールするには、 管理

者権限が必要です。

4 次のいずれかを行います。

[ イ ン ス ト ール ] を ク リ ッ ク し て、 新し く ダウ ン ロード し たア ッ プデー ト の

イ ン ス ト ールを開始し ます。 画面の指示に従って く ださい。

[ 閉じ る ] を ク リ ッ クする と、 ダウ ン ロード し たア ッ プデー ト を イ ン ス ト ー

ルせずに VRS ア ッ プデー ト  マネージ ャ を終了し ます。 VRS ア ッ プデー ト  
マネージ ャは、 次回起動時に、 前回ア ッ プデー ト がダウ ン ロード された こ

と を記憶し ています。

製品ア ッ プデー ト のアン イ ンス ト ール

VRS 製品のア ッ プデー ト を イ ン ス ト ールする と 、 [ プロ グ ラ ムの追加と 削除 ] 
(Windows Vista の場合は [ プロ グ ラ ム と機能 ]) の [ 現在イ ン ス ト ールされているプロ

グ ラ ム ] リ ス ト に、 VRS と は別に表示されます。 VRS 製品ア ッ プデー ト をアン イ ン

ス ト ールし て も、 VRS はそのま ま残 り ます。 ただし、 VRS をアン イ ン ス ト ールする

と、 関連するすべての製品ア ッ プデー ト は自動的に削除されます。
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Adrenaline SCSI スキャ ナ コ ント ローラ のセッ ト アッ プ

はじめに

こ の章では、 Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラのセ ッ ト ア ッ プ と テス ト に必要

な情報について説明し ます。 (Kofax 製以外のスキ ャナ コ ン ト ローラ を使用する場合

は、 製造元の手順書に従ってセ ッ ト ア ッ プを行って く だ さい。 ) 

推奨する  Kofax Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラのセ ッ ト ア ッ プ方法は以下の

とお り です。

1 ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール ( 次のセ ク シ ョ ンを参照 )

2 SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラの取 り 付け (64 ページの 「SCSI スキ ャナ コ ン ト

ローラの取 り 付け」 を参照 )

3 ソースの作成 と設定 (66 ページの 「スキ ャ ン ソースの作成と 設定」 を参照 )

4 取 り 付け後のテス ト  (66 ページの 「VCDemo を使用し たテス ト 」 を参照 )

ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール

Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラに必要なフ ァ イル と ド ラ イバを イ ン ス ト ール

するには、 前章にあ る VRS のイ ン ス ト ール手順に従って く だ さい。 VRS ソ フ ト ウ ェ

アを イ ン ス ト ールせずに、 スキ ャナ コ ン ト ローラのセ ッ ト ア ッ プだけを行 う 場合は、

以下に示すよ う に、 イ ン ス ト ール手順が多少異な り ます。
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VirtualReScan セ ッ ト ア ッ プ初期画面が表示された ら、 Adrenaline SCSI コ ン ト

ローラのみイ ン ス ト ール オプシ ョ ンを選択し て、 [ 次へ ]  を ク リ ッ ク し ます。  
[ ユーザー ID]、[ 製品 ID]、および [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン ] 画面に関連する

手順はスキ ッ プし ます。

VRS ソ フ ト ウ ェアを イ ン ス ト ールせずに、 Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラの

セ ッ ト ア ッ プだけを行 う 場合の例外について も、 前章の手順で説明されています。

SCSI スキャナ コ ン ト ローラの取り付け

こ こ では、 Adrenaline SCSI ス キャ ナ コ ント ロ ーラ の取り 付け手順について説明し ま す。

注意

Adrenaline SCSI ス キャ ナ コ ント ロ ーラ を取り 扱う 際には、 次の点に注意し てく ださ い。

取 り 付けを行 う までは、 購入時のボ ッ ク スに入れて保管し ます。

コ ン ト ローラ を取 り 付ける前に、 コ ンピ ュータ をシ ャ ッ ト ダウ ン し て、 コ ンセ

ン ト を外し ます。

コ ン ト ローラに触れる前に、 コ ンピ ュータ など金属のものに触って静電気を放

電し ます。

コ ン ト ローラ を取 り 扱 う と きは、 端を持ち、 金属面には触れないよ う にし ます。

SCSI スキャナ コ ン ト ローラ を取り付けるには

1 コ ンピ ュータの電源がオフになってお り 、 コ ンセン ト が外れている こ と を確

認し ます。

メ モ  コ ンセン ト を外す前に、 製造元の手順書に従って静電気を放電し て く

だ さい。
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2 約 10 秒間待ってから、 コ ンピ ュータのカバーを外し ます。

3 SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラ を  PCI ス ロ ッ ト に取 り 付けます (18 ページの

「PCI ス ロ ッ ト の要件」 を参照 )。

図 14 Adrenaline SCSI スキャナ コ ン ト ローラのセ ッ ト ア ッ プ

4 コ ンピ ュータのカバーを元に戻し、 コ ンピ ュータの電源を入れます。

5 こ こで、 新しいハード ウ ェアを検出し、 適切な ド ラ イバを検索する メ ッ セー

ジが表示されます。 ド ラ イバは自動的にロード されます。

6 これで、 Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラが使用でき る よ う にな り ま し

た。
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スキャ ン ソースの作成と設定

スキ ャニング アプ リ ケーシ ョ ンを使用する際には、 毎回、 Adrenaline SCSI スキ ャナ 
コ ン ト ローラに関連付け られている スキ ャ ン  ソース を選択する必要があ り ます。

セ ッ ト ア ッ プ時に表示された リ ス ト から スキ ャナを選択し た場合は、 スキ ャ ン ソー

スが既にイ ン ス ト ールされてお り 、 スキ ャニング アプ リ ケーシ ョ ンから選択する こ

と ができ ます。 必要に応じ て、 スキ ャナ設定ユーテ ィ リ テ ィ で このソースの設定を

更新でき ます。

セ ッ ト ア ッ プ時にスキ ャナが リ ス ト に表示されなかった場合は、 [ 後でスキ ャナを設

定する ] チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし て イ ン ス ト ールされています。 この場合は、

スキ ャナ設定ユーテ ィ リ テ ィ でスキ ャナ と  Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラで

使用する スキ ャ ン  ソース を作成する必要があ り ます。

VCDemo を使用し たテス ト

VCDemo を使用し て、 セ ッ ト ア ッ プし た Adrenaline SCSI スキ ャナ コ ン ト ローラ をテ

ス ト でき ます。 VCDemo ツールバーおよび メ ニューに関する詳細は、 75 ページの

「VCDemo の使用」 を参照し て く だ さい。



VirtualReScan (VRS) イ ンス ト ール ガイ ド 67

VRS のアンイ ンス ト ール

はじめに

こ の章では、 VRS および関連し た コ ンポーネン ト をアン イ ン ス ト ールする方法につ

いて説明し ます。 VRS のアン イ ン ス ト ール時に、 VRS ラ イセン スのア ク テ ィ ベー

シ ョ ン解除を実行する よ う 指示されます。 後で VRS を同じ コ ンピ ュータに再イ ン ス

ト ールする場合を除き、 ラ イセン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ンを解除し て く ださい。 ま

た、 既存の VRS プロ フ ァ イルを削除するかど う かを確認するダ イ ア ロ グ も表示され

ます。

VRS と関連し たコ ンポーネン ト のアン イ ンス ト ール

こ のセ ク シ ョ ンでは、 Windows のコ ン ト ロール パネルにあ る  [ プロ グ ラ ムの追加 と

削除 ] (Windows Vista の場合は [ プロ グ ラ ム と機能 ]) から、 VRS と 関連し た コ ンポー

ネン ト をアン イ ン ス ト ールする方法について説明し ます。

メ モ  Kofax Capture の一部と し て VRS を イ ン ス ト ールし た場合は、 [ プロ グ ラ ムの追

加と削除 ] (Windows Vista の場合は [ プロ グ ラ ム と 機能 ]) リ ス ト に VRS は表示され

ません。 Kofax Capture をアン イ ン ス ト ールする と 、 VRS も自動的にアン イ ン ス ト ー

ルされます。 詳細は、 Kofax Capture の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。
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VRS 製品ア ッ プデー ト 、 サービ ス  パッ ク、 Component Installer をアン イ ン ス ト ールし

て も、 VRS はそのま ま残 り ます。 ただし、 VRS をアン イ ン ス ト ールする と 、 関連す

るすべての製品ア ッ プデー ト 、 サービ ス  パッ ク、 Component Installer は削除されま

す。

メ モ  Windows Vista を使用し ている場合は、 VRS をアン イ ン ス ト ールする前に 
[ ユーザー アカ ウ ン ト 制御 ] を無効にする必要があ り ます。

VRS をアン イ ンス ト ールするには

1 次のいずれかを行います。

Windows の [ ス ター ト ] メ ニューから、[ コ ン ト ロール パネル ] － [ プロ グ ラ

ムの追加と削除 ] を選択し ます。

[ ス ター ト ] メ ニ ューから、[ コ ン ト ロール パネル ] － [ プロ グ ラ ム と機能 ] を
選択し ます。 (Windows Vista)

2 [ 現在イ ン ス ト ールされているプロ グ ラ ム ] の一覧から、 "Kofax VirtualReScan 
4.50" を選択し ます。

3 [ 変更 ] を ク リ ッ ク し ます。 VRS と関連し た コ ンポーネン ト をアン イ ン ス ト ー

ルする、 ウ ィ ザード が起動し ます。

4 [ よ う こ そ ] 画面が表示されます。 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し て、 VRS のアン イ ン ス

ト ールを続行し ます。

5 VRS の再イ ン ス ト ールまたはアン イ ン ス ト ールの確認 メ ッ セージで、 [ 削除 ] 
を選択し て、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。
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アン イ ン ス ト ールする  VRS コ ンポーネン ト を選択する よ う 指示されます 
( 図 15)。

図 15 VRS コ ンポーネン ト  リ ス ト

6 アン イ ン ス ト ールする コ ンポーネン ト のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし て、 [ 次

へ ] を ク リ ッ ク し ます。
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次の点に注意し て く だ さい。

リ ス ト から  VRS 4.50 コ ンポーネン ト を選択する と、 既存の VRS Component 
Installer も アン イ ン ス ト ールされます。VRS 4.50 をアン イ ンス ト ールせずに 
VRS Component Installer をアン イ ン ス ト ールする場合は、 [VRS 4.50] チェ ッ

ク  ボ ッ ク ス をオフにし てから、 [ スキ ャナ コ ンポーネン ト  イ ン ス ト ーラ ] 
チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。

リ ス ト から  VRS 4.50 コ ンポーネン ト を選択する と、 既存の VRS サービ ス  
パッ ク も アン イ ン ス ト ールされます。 VRS 4.50 をアン イ ンス ト ールせずに 
VRS サービ ス  パッ ク をアン イ ン ス ト ールする場合は、 ウ ィ ザード を中止し

ます。 その後、 [ プロ グ ラ ムの追加と 削除 ] の [ 現在イ ン ス ト ールされてい

るプロ グ ラ ム ] (Windows Vista の場合は [ プロ グ ラ ム と機能 ]) の一覧から  
VRS サービ ス  パッ ク を選択し て、 再度アン イ ン ス ト ールを行 う と 、 サービ

ス  パッ ク をアン イ ン ス ト ールし て も  VRS はそのま ま残 り ます。

デフ ォル ト では、 Microsoft .NET Framework コ ンポーネン ト は選択されてい

ません。 コ ンピ ュータ上のどのアプ リ ケーシ ョ ンで も確実に使用し ていな

い場合を除き、 Microsoft .NET Framework はアン イ ン ス ト ールし ないで く だ

さい。

リ ス ト から  VRS 4.50 コ ンポーネン ト を選択する と、 既存の VRS 製品ア ッ

プデー ト / サービ ス  パッ ク も アン イ ン ス ト ールされます。

7 [ プロ グ ラ ムの削除 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。[ 削除 ] を ク リ ッ ク

し てアン イ ン ス ト ールを開始し ます。

イ ン ス ト ール ウ ィ ザード によ って、 指定された コ ンポーネン ト がアン イ ン ス

ト ールされます。 さ らに、 VRS のイ ン ス ト ール時に選択し たスキ ャナの ド ラ

イバを削除する確認する メ ッ セージが表示される こ と があ り ます。 画面の指

示に従って、 確認 メ ッ セージで [ はい ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。
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8 VRS 4.50 のアン イ ン ス ト ールを選択し た場合は、 製品を再イ ン ス ト ールする

かど う かを確認する ダ イ ア ロ グが表示されます。

[ はい ] を選択する と、 製品ラ イ セン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ンを解除する必

要はあ り ません。

[ いいえ ] を選択する と 、[VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン解除 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ

ク スが表示され、 VRS 製品ラ イセン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ンを解除する よ

う に指示されます ( 図 16)。

図 16 [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン解除 ] ダイアログ ボ ッ クス

9 [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン解除 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スから、 次のいずれかを

行います。
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[ はい ] を ク リ ッ ク し て、 VRS ラ イセン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ンを解除し ま

す。 後で このラ イセン ス と シ リ アル番号を使って別のコ ンピ ュータでア ク

テ ィ ベーシ ョ ンを行 う 場合、 またはこのラ イセン スの使用を停止する場合

は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 [ はい ] を ク リ ッ ク し た後に [ ア ク テ ィ

ベーシ ョ ン解除の失敗 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示された場合は、 別の方

法でラ イセン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ンを解除する必要があ り ます。 詳細は、

73 ページの 「イ ン ターネ ッ ト 未接続時の VRS ラ イセン スのア ク テ ィ ベー

シ ョ ン解除」 を参照し て く だ さい。

ラ イセン ス をア ク テ ィ ブなま まにする場合は、 [ いいえ ] を ク リ ッ ク し ます。

後で このラ イ セン ス と シ リ アル番号を使って同じ コ ンピ ュータに再イ ン ス

ト ールする場合は、 こ のオプシ ョ ンを選択し ます。 また、 イ ン ターネ ッ ト

に接続されていないために、 後でア ク テ ィ ベーシ ョ ンを解除する場合も、

こ のオプシ ョ ンを選択し ます。 この場合は、 73 ページの 「イ ン ターネ ッ ト

未接続時の VRS ラ イセン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ン解除」 を参照し て く ださ

い。

10 VRS または Adrenaline に関連する フ ァ イルを削除するかど う かを確認する ダ

イ ア ロ グが表示された ら、 次のいずれかを行います。

[ はい ] を ク リ ッ ク し て、 ユーザー定義のプロ フ ァ イルや関連するその他の

フ ァ イルを含む、 すべての VRS プロ フ ァ イルを削除し ます。

[ いいえ ] を ク リ ッ ク し て、 ユーザー定義のプロ フ ァ イルや関連するその他

のフ ァ イルを残し ます。 どち ら を選択し て も、 デフ ォル ト  プロ フ ァ イルは

削除されます。
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11 VirtualReScan および関連し た コ ンポーネン ト のアン イ ン ス ト ールが完了する

と、 確認 メ ッ セージが表示され、 コ ンピ ュータ を再起動する よ う 指示されま

す。 次の 2 つの操作を行って く ださい。 

[ 完了 ] を ク リ ッ ク し て メ ッ セージを閉じ ます。

コ ンピ ュータ を再起動し て、 VRS コ ンポーネン ト のアン イ ン ス ト ールを完

了し ます。

イ ン ターネ ッ ト 未接続時の VRS ラ イセンスのア ク テ ィ ベーシ ョ ン

解除

前のセ ク シ ョ ンで説明し た よ う に、 ラ イ セン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ン解除は、 通常、

VRS 製品のアン イ ン ス ト ール時、 または Windows の [ ス ター ト ] メ ニューから、 [ す

べてのプロ グ ラ ム ] － [Kofax VRS] － [VRS のア ク テ ィ ベーシ ョ ン解除 ] を選択し て

行います。 イ ン ターネ ッ ト に接続し ている場合は、 Kofax ラ イセン ス  サーバーと 通

信する こ と によ って、 ラ イ セン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ンを解除する こ と ができ ます

が、 イ ン ターネ ッ ト に接続されていない場合は、 別の方法で製品ラ イ セン スのア ク

テ ィ ベーシ ョ ンを解除する必要があ り ます。

こ の場合、 イ ン ターネ ッ ト に接続し ている別のコ ンピ ュータから、 ラ イセン ス  サー

バーと 通信し て く ださい。

イ ンタ ーネッ ト 未接続時に VRS ラ イ センスのアク ティ ベーショ ンを解除するには

1 [ア ク テ ィ ベーシ ョ ンの解除 ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで

は、 イ ン ターネ ッ ト に接続せずにア ク テ ィ ベーシ ョ ンを解除する方法が示さ

れます。 どの方法を選択し て も、 Deactivate.txt フ ァ イルにあ る ラ イセン ス情

報を提供する必要があ り ます。 このフ ァ イルのパスは、 [ ア ク テ ィ ベーシ ョ ン

の解除 ‐  イ ン ターネ ッ ト 未接続 ] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スに表示されています。
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2 次のいずれかを選択し ます。

アク テ ィ ベーシ ョ ンを解除し て、 ラ イセンス情報を保存する : VRS ラ イセ

ン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ンを解除し て、 ラ イセン ス情報をフ ァ イル 
(deactivate.txt) に保存し ます。 このフ ァ イルは、 後でア ク テ ィ ベーシ ョ ンの

解除を完了するのに必要です。 このオプシ ョ ンを選択する と 、 ローカル コ
ンピ ュータのラ イセン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ンが解除された と きに、 確認

メ ッ セージが表示されます。

アク テ ィ ベーシ ョ ンを解除し ない : ア ク テ ィ ベーシ ョ ンの解除を中止し て、

VRS ラ イセン ス をア ク テ ィ ベーシ ョ ン状態のま まにし ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し て、 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を閉じ ます。

4 イ ン ターネ ッ ト に接続し ている別のコ ンピ ュータでブラ ウザを起動し て、

http://activate.kofax.com/vrs にア ク セス し ます。 Deactivate.txt フ ァ イルから情報

を コ ピーし て、 Web サイ ト のフ ォームにその情報を入力し て く ださい。

こ の場合、 ア ク テ ィ ベーシ ョ ン解除が完了する と、 確認 メ ッ セージが届き ま

す。
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VCDemo の使用

はじめに

Kofax VCDemo は、 イ メ ージのスキ ャ ン、 イ ンポー ト 、 およびイ メ ージ 処理操作を

行 う こ と ができ るデモ アプ リ ケーシ ョ ンです。 すべての VRS と  Adrenaline SCSI ス
キ ャナ コ ン ト ローラに含まれています。 VCDemo を使用し てテス ト を行 う こ と がで

き ます。

こ の付録では、 VCDemo の概要、 および VCDemo の メ ニューやツールバーについて

説明し ます。

メ モ  VCDemo は、 デモやテス ト に適し ていますが、 大容量のスキ ャニング環境で使

用する よ う には設計されていません。
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VCDemo の起動

VCDemo を起動するには

1 Windows の [ ス ター ト ] メ ニューから、 [ すべてのプロ グ ラ ム ] － [Kofax 
VRS] － [VRS Test Application] を選択し ます。 VCDemo アプ リ ケーシ ョ ンが表

示されます ( 図 17)。

図 17 VCDemo の メ イ ン画面

ツールバー

メ ニュー バー

ステータ ス バー

2 つの表示

ウ ィ ン ド ウ
を含む表示
エ リ ア
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2 イ メ ージを スキ ャ ンするか、 またはデ ィ ス ク から イ メ ージを イ ンポー ト する

には、 次の操作を行います。

a スキ ャ ンを行 う 場合、 スキ ャナが接続されてお り 、 電源が入っている こ と

を確認し て く だ さい。 [Source] メ ニューから  [Scanner] を選択し て、 スキ ャ

ナ ソース を選択し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

b デ ィ ス ク から イ メ ージを イ ンポー ト するには、 [Source] メ ニ ューから  [File 
Import] を選択し ます。 イ ンポー ト する ソース を選択し て、 [OK] を ク リ ッ

ク し ます。

3 イ メ ージを表示するには ( ソース  デバイ スは必要あ り ません )、[File] メ ニュー

から  [Open] を選択し ます。 [Open] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スから フ ァ イルを選択し

て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

4 サンプル アプ リ ケーシ ョ ンの メ イ ン画面から ア ク セスでき る ツールバーや メ

ニューを使用し て、 操作オプシ ョ ンを選択し ます。 その後、 イ メ ージを処理

し ます。

例 :

a スキ ャ ンを行 う 場合、 [Source] メ ニューから  [Properties] を選択し て、 さ ま

ざまなスキ ャナ設定を選択でき ます。 次に、 スキ ャナからページのバッ チ

を ロード し て、 [Source] メ ニューの [Process Batch] を選択し、 バッチを処

理し ます。

b デ ィ ス ク から イ メ ージ フ ァ イルを イ ンポー ト する場合は、 [Source] メ
ニューの [Properties] から さ まざまなデバイ ス  オプシ ョ ンを選択し て、

[Process Batch] を選択し ます。 次に、 [Open] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スから フ ァ

イルを選択し て [OK] を ク リ ッ ク し ます。

c 表示された イ メ ージを印刷するには、 [File] メ ニューから  [Print] を選択し

ます。
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ツールバーおよび メ ニューから任意のオプシ ョ ンを使用でき ます。 特定の操

作で利用でき ないオプシ ョ ンは、 グレー表示されます。 ツールバーおよび メ

ニューに関する詳細は、 次のページで説明し ます。

ツールバー

VCDemo ツールバーのボ タ ンを ク リ ッ ク し て、 さ まざまな操作を実行でき ます。 こ

のツールバーを使用し て、 頻繁に使用されるい く つかの メ ニュー項目に素早 く ア ク

セスでき ます。

図 18 VCDemo ツールバー

フ ァ イルを開 く

フ ァ イルを保存

[Scanner Properties] ダイアログ ボ ッ クスを表示

[Bar Code Properties] ダイアログ ボ ッ クスを表示

[Deskew Properties] ダイアログ ボ ッ クスを表示

バッ チを処理

ページを処理

スキャ ンを停止

初のページを開 く

前のページを開 く

次のページを開 く

後のページを開 く

バージ ョ ン情報
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[File] メ ニュー

[File] メ ニューのオプシ ョ ンを使用し て、 フ ァ イル管理タ ス ク を実行し た り 、

VCDemo を終了する こ と ができ ます。

図 19 VCDemo の [File] メ ニュー

イ メ ージを開 く 、 閉じ る、 または保存し ます。

.INI フ ァ イルの設定を読み込む、 または保存し ます。

マルチページ ド キュ メ ン ト の書き込みモー ド を選択し ます。

[Overwrite ( 上書き )]、 [Insert ( 挿入 )]、 または [Append ( 追加 )] 
を選択できます ( フ ァ イル形式がマルチページ ド キュ メ ン ト を

サポー ト し ている必要があ り ます )。
特定のスキャ ンおよびイ メ ージ処理操作で使用する単位を選択
し ます。 [English ( イ ンチ )]、 [Metric ( センチ )]、 または [Pixel 
( ピ クセル )] を選択できます。

保存する イ メ ージのパス、 フ ァ イル名、 およびフ ァ イル形式を
選択し ます (PDF 形式で保存できます )。

イ メ ージを印刷し ます。

近開いた 4 つのフ ァ イルのリ ス ト を表示し ます。

VCDemo を終了し ます。
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[Source] メ ニュー

[Source] メ ニューのオプシ ョ ンを使用し て、 スキ ャナを選択し た り 、 スキ ャナ設定

ユーテ ィ リ テ ィ で設定し た ソース を イ ンポー ト する こ と ができ ます。 また、 1 つあ る

いは複数のイ メ ージを処理し た り 、 プロパテ ィ を設定する こ と も でき ます。

図 20 VCDemo の [Source] メ ニュー

ソースを選択し ます。

単一のイ メ ージまたはバッ チを処理し た り、 あるいは操作を停止
し ます。

ソース設定ダイアログ ボ ッ クスを表示し ます。 スキャナまたは

イ ンポー ト 設定を行います。
バッ クグラウン ド 処理を有効に し ます。

エンジンを リ セ ッ ト し ます。

イ メ ージを表示し ます。
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[View] メ ニュー

[View] メ ニューのオプシ ョ ンを使用し て、 イ メ ージの回転や拡大 / 縮小などのさ ま

ざまな表示操作を行 う こ と ができ ます。 これらの機能は、 表示された イ メ ージを調

整し ますが、 保存された イ メ ージには影響し ません。 また、 [View] メ ニューのオプ

シ ョ ン以外にも、 マウ スの左ボ タ ンを使用し て イ メ ージを拡大表示でき ます。 イ

メ ージがウ ィ ン ド ウに合わせて表示されていない場合は、 マウ スの右ボタ ンを使用

し て、 イ メ ージを移動でき ます。

図 21 VCDemo の [View] メ ニュー

ツールバーと ステータ ス バーを表示 / 非表示に し ます。

2 つ目のウ ィ ン ド ウを表示し、 ア ク テ ィ ブなウ ィ ン ド ウを切

り替えます。
マルチページ ド キュ メ ン ト の特定のページを表示し ます。

イ メ ージの回転や拡大 / 縮小などの設定を適用するダイアロ

グ ボ ッ クスを表示し ます。

イ メ ージの拡大 / 縮小率を変更し ます。

さ まざまな操作の結果を リ ス ト する [Analysis] ウ ィ ン ド ウを

表示し ます。

[Correct Aspect Ratio] 機能を有効に し ます。

この機能は、 異なる縦と横の DPI を持つイ メ ージを表示する

際に役立ちます ( た と えば Fax イ メ ージなど )。
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[Imaging] メ ニュー

イ メ ージ処理をサポー ト する  Adrenaline イ メ ージ プロセス  エンジン (AIPE) がイ ン ス

ト ールされていない場合、 [Imaging] メ ニ ューのオプシ ョ ンがグレー表示される こ と

があ り ます。 AIPE がイ ン ス ト ールされている と 、 [Imaging] メ ニューからパッ チ 
コード認識 ( カ ラー ) や傾き補正 ( カ ラー ) を含むバー コード認識、 パッ チ コード認

識などのイ メ ージ処理機能を選択でき ます。 その他のオプシ ョ ンは、 ブラ ッ ク  ボー

ダー削除、 罫線除去、 および斑点除去などのイ メ ージ処理機能を有効にし ます。 こ

れらの機能を使用し て、 イ メ ージに含まれている不要なボーダー、 罫線、 または斑

点を削除でき ます。 これによ り 、 OCR 認識の精度が向上し、 フ ァ イルのサイ ズ も小

さ く する こ と ができ ます。

メ モ  [Imaging] メ ニューのオプシ ョ ンは、 イ メ ージ処理用に設定された ソース  デバ

イ スが選択されている場合にのみ利用でき ます。

また、 こ の メ ニューには、 次の特殊な 2 つのオプシ ョ ンが含まれています。

Demo Image Markup – スキ ャ ン された イ メ ージにア ノ テーシ ョ ンを行います。

こ のオプシ ョ ンは、 イ メ ージの左上隅に時間と 日付を挿入し ます。

Auto Endorse/Annotate Properties – ア ノ テーシ ョ ン と エン ドーサ機能のデモ

ン ス ト レーシ ョ ンを行います。 このオプシ ョ ンを使用するには、 エン ドーサ機

能を持つスキ ャナで、 さ らに、 VRS でサポー ト されていなければな り ません。

VRS でサポー ト された、 エン ドーサ機能を持つスキ ャナの リ ス ト は、 Kofax 
Web サイ ト  (www.kofax.com) にあ る  Scanner Configurator を参照し て く だ さい。
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図 22 VCDemo の [Imaging] メ ニュー

[Help] メ ニュー

[Help] メ ニューのオプシ ョ ンを使用し て、 VCDemo に関する情報を表示でき ます。

図 23 VCDemo の [Help] メ ニュー

イ メ ージ処理およびイ メ ージ処理機能のセ ッ ト ア ッ プ 
ダイアログ ボ ッ クスを表示し ます。 これらのダイアログ 
ボ ッ クスを使用し て、 1 つまたは複数の機能を有効にし、

任意の設定を選択し ます。 測定単位は、 [File] メ ニューの 
[Unit] オプシ ョ ンの設定で制御されます。

[Batch Separate] ダイアログ ボ ッ クスを表示し た り、

イ メ ージに時間 / 日付を挿入し た り、 スキャ ン し た

ページのエン ド ーサを行います。

使用される ImageControls ActiveX カス タム コ ン ト ロールのバージ ョ

ン情報などを含む VCDemo に関する情報を表示し た り、 利用可能な

エンジン、 特定のモジュールでの改訂履歴などを含む ImageControls 
に関する情報を表示し ます。
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